
【取組内容①】「「対話的な学び」における教員の専門性を活かした授業モデルの創出」

喬木中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

授業の流れ
• 課題の提示
• はじめの考えを入力
• 友だちの考えをじっくり読
む（１０分）

• 教科の専門に基づく、教員
の解説、資料の提示

• 友だちの考えを参照しなが
ら、ペアやグループになっ
て（自由選択）、話し合い

• 自分の考えを更新する
• 参考にした友達を明記する

• 基本は「対話的な学び」の流れに沿って、友だちの考えをもとに自分の考えを更新する
• 専門性の高い内容や、既習事項からつながらない新規性の高い内容の場合には、教員か
ら専門的な解説や、適切な資料の提示が必要になることがある

• 教員主導になりすぎず、生徒の考えをベースに適切なアドバイスや資料提示を調整して
くことが、教員の専門性になっていく

教科の専門に基づく、教員の解説


